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概要 

自校の調査結果をチェック③  

                                                  

今回の結果からみられる自校の課題を取り上げ、「３つの見届ける」を徹底しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※課題となった問題にもう一度チャレンジさせ、学年の内容を指導しきりましょう。 

平成 26 年度 岐阜県における児童生徒の学習状況調査 ≪社会≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 24年度 岐阜県における児童生徒の学習状況調査の設問と同一、類似問題（一部）の正答率】（社会） 

問題番号 
平成 26年度 岐阜県における児童生徒の学習状況調査 平成２４年度 岐阜県における児童生徒の学習状況調査 

出題のねらい・意図 自校 県 問題番号 自校 県 

小
４ 

２１ 

同一 

火事が起きたときの消防本部と関係機
関の連携について理解している。 

% 87.8% 
１１ 

（２） 
% 83.3% 

３２ 

同一 

水質検査をする理由について説明する
ことができる。 

% 69.5% ２２ % 52.5% 

４１ 

類似 

グラフから人口の変化とごみの量の変
化を読み取ることができる。 

% 63.1% ３１ % 81.7% 

小
５ 

１２ 

類似 

岐阜県の県庁所在地である岐阜市の位
置を理解している。 

% 68.1% １２ % 73.4% 

１４ 

類似 

縮尺を利用して、距離を求めることがで
きる。 

% 81.5% １５ % 70.4% 

２３ 

類似 

低地の人々のくらしの工夫を水屋から
考えることができる。 

% 95.9% ２３ % 73.8% 

中
２ 

１２ 

類似 

地図をもとに日本とブラジルの時差を
求めることができる。 

% 45.7% １２ % 54.5% 

１４(1) 

類似 

グラフをもとにブラジルの輸出品目の
変化について考えることができる。 

% 63.4% １４ % 38.0% 

２３(2) 

同一 

楽市・楽座を行った理由を、税と商工業
をかかわらせて考えることができる。 

% 47.2% ５３ % 44.8% 

 

 

 

県平均正答率 50.8% 

A 問題 48.1%  

B 問題 53.2%  

自校平均正答率[  ]% 

A 問題 [  ]%  

B 問題 [  ]% 

 

 

県平均正答率 67.3% 

A 問題 63.2%  

B 問題 70.7%  

自校平均正答率[  ]% 

A 問題 [  ]%  

B 問題 [  ]% 

中学校第２学年 ＜おおむね身に付いている力＞ 

・資料から、藤原道長が政治の実権を握るようになった理由を読み取ることが

できる。 

＜課題となる力＞ 

・地図や説明をもとに、日本とブラジルの時差を求めることができる。 

・ブラジルの森林面積が減少した原因を説明することができる。 

・楽市・楽座を行った理由を、税と商工業をかかわらせて考えることができる。 

 

＜おおむね身に付いている力＞ 

・水屋から、低地の人々のくらしの工夫を考えることができる。 

・資料から自動車が多くの部品からできていることを読み取ることができる。 

＜課題となる力＞ 

・雨温図から、日本海側の気候の特色を読み取ることができる。 

・「指示ビラ」が、消費者の注文に合わせた自動車生産を行うための工夫であ

ると考えることができる。 

 

 

県平均正答率 67.7% 

A 問題 75.0%  

B 問題 60.5%  

自校平均正答率[  ]% 

A 問題 [  ]%  

B 問題 [  ]% 

＜おおむね身に付いている力＞ 

・地図記号について理解している。 

・火事が起きたときの消防本部と関係機関の連携について理解している。 

＜課題となる力＞ 

・地図上の方位を表す記号をもとに、起点となる地点からの方角を読み取るこ 

とができる。 

・資源ごみを再利用することは、ごみの減量につながると考えることができる。 

小学校第４学年 

小学校第５学年 

《自校の課題として取り上げたい問題》 

 

 

 

 

平均正答率  県（   ％） 自校（   ％） 

 

★課題となっていることの要因や背景 

１ 児童生徒の実態から 

 

 

２ 教師の指導から 

 

 

 

☆指導上の改善点（見届けの徹底を図るための場や方途） 

社会の授業では、 
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社会 調査結果と指導の改善  

自校の調査結果をチェック①  

 

地図やグラフ、統計等の資料を効果的に活用する指導を行っていますか。 

調査結果 問題及び平均正答率 

◆小学校第４学年 

１１(1) 地図から、三宮駅から見た市役所の方角を読み取ることができる。    県 64.7% 自校   % 

２３(1) 表から、子どもがかかわる事故の原因を読み取ることができる。     県 50.6% 自校   % 

◆小学校第５学年 

２４ 雨温図から、日本海側の気候の特色を読み取ることができる。         県 57.6% 自校  % 

３１ 輸入牛肉と国産牛肉の価格の違いが分かる資料を選ぶことができる。     県 65.5% 自校  % 

◆中学校第２学年 

１２ 地図や説明をもとに、日本とブラジルの時差を求めることができる。     県 45.7% 自校  % 

２２(1) 文献資料をもとに、良民の家族の口分田の面積を求めることができる。  県 13.5% 自校  % 

 

指導改善のポイント① 

○ 地図やグラフ、統計等の資料を活用する学習場面を通して、課題解決に必要な情報を集めるために、

資料の読み取り方を意図的、系統的に指導しましょう。 

資料の効果的な活用については、発達の段階に応じた指導が重要です。例えば、小学校では 

【中学年】「地域の地図や写真等の具体的資料から情報を読み取り、生活とつなげて考察する。」 

【高学年】「地図や統計等、複数の基礎的資料を関連付けて読み取り、整理して活用する。」 

※中学年では、資料に応じた読み取り方を丁寧に指導することが大切です。 

（例）グラフ・表…①タイトル、項目、単位等を確認する。②数値の多い部分や少ない部分など特徴的

な箇所に着目する。③全体の傾向を把握する。 

【中学校】「様々な資料から必要な資料を収集・選択し、読み取ったことをさらに発展させる。」 

※統計から読み取った数値をもとに、全体に占める割合を計算したり、地図から読み取った情報を地図

に加工したりするなど、より分かりやすく発展させる指導しましょう。 

習熟問題① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自校の調査結果をチェック②  

 

社会的事象の意味や意義について、自分の考えを記述する指導を行っていますか。 

調査結果 問題及び平均正答率  

◆小学校第４学年 

４３ 資源ごみを再利用することは、ごみの減量につながると考えることができる。県 42.4% 自校   % 

◆小学校第５学年 

４４ 「指示ビラ」が、消費者の注文に合わせた自動車生産を行うための工夫であると考えることができ

る。                                 県 68.3% 自校   % 

◆中学校第２学年 

１４(2) ブラジルの森林面積が減少した原因を説明することができる。      県 56.3% 自校   % 

２３(2) 楽市・楽座を行った理由を、税と商工業をかかわらせて考えることができる。 県47.2% 自校   % 

 

指導改善のポイント② 

○ 社会的事象の特色を見出したり、意味や意義を考えたりするような学習課題について、見つけた事実
をもとに、自分の考えを書くことができるよう指導しましょう。 

【指導例】 
①学習課題についての個人追究の場面で、書き方を具体的に指導する。 
 ・「分かったこと」「考えたこと」を分けて書く。 
 ・「～と比べると」「～とつなげると」「つまり・まとめると」「例えば」等の言葉を使う。 
 ※ノートの記述から一人一人の学習状況を見届け、事実のみを書いている児童生徒には、読み取った事

実を学習課題につなげて考えるよう指導しきることが大切です。 
②学習の終末の場面で、５～１０分の時間を確保して学習課題についてまとめさせる。 
・「○○が～の理由は・・・」等、学習課題をリード文で示し、まとめることを明確にする。 
・課題追究の過程で明らかになったことをキーワードで示し、学習内容を明確にする。 
※まとめたことをペアで伝え合う場面を設定するなど、自分の言葉で説明できるか定着状況を見届ける
ことが大切です。                  「３つの見届ける」（H27.1.14）参照 

習熟問題② 

 ◆小学校第４学年（H25 岐阜県における学習状況調査） 

 

◆小学校第５学年（H25 岐阜県における学習状況調査） 

 

◆小学校第４学年（H25 岐阜県における学習状況調査） 

 

◆中学校第２学年 
◆中学校第２学年（H25 岐阜県における学習状況調査） 

 

◆小学校第５学年（H25 岐阜県における学習状況調査） 

 

（H26 岐阜県公立高校入学者選抜学力検査） 

（H25 岐阜県公立高校入学者選抜学力検査） 


